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編集後記 
 

この秋，金沢で第 17回 Asian Pacific Congress for Parasitic Zoonosesを開催しました．この学会は 1990

年から 2年に 1度開かれており，当初は台湾と日本が交互に開催していましたが，2010年からは韓国が

加わり，3ヶ国の持ち回りで開催されてきました．懇親会の席で，台湾寄生虫学会の Chia-Kwung Fan理

事長，そして韓国寄生虫・熱帯病学会の Eun-Taek Han理事長から，各国での寄生虫学者の減少の状況を

伺いました．台湾では，長らく 100 名ほどで推移していた会員数が，ついに 80 名ほどになっており，

また，韓国でも，現在は 300名ほどの会員数を維持しているが，やはり減少傾向にあるとのこと．では

日本はどうか．事務局に照会したところ，今年の 10 月現在で，日本寄生虫学会は 596 名，日本獣医寄

生虫学会は 179名の会員数でした．そして，我らが日本臨床寄生虫学会の会員数は，1990年の発足当初

268名，2000年頃には 483名まで増えていましたが，その後は減少傾向にあり，2025年 10月現在は 307

名です． 

2000年代に入ってからは，日本，台湾，韓国のみならず，熱帯地域の途上国においても寄生虫疾患の

症例数は大幅に減少しています．特に東南アジア諸国では，かつての日本のように寄生虫感染症がほぼ

撲滅の水準に達しつつあり，日本国内における東南アジア由来の輸入症例も減少しています．これにと

もない，症例数の少ない，いわゆる希少感染症を対象とする研究者が徐々にその数を減らしていくのは，

ある意味で自然な流れとも言えます．しかしながら，本誌に掲載された症例報告に示されているように，

数は少なくとも寄生虫症は確かに存在しており，その臨床対応を支える専門家集団の存在は，今後とも

不可欠です． 

本年度の本誌掲載論文数は，残念ながら前年を下回りました．もっと早くから皆さまにお声かけをす

べきだったかと反省しきりです．次年度こそは再興に向け，より充実した紙面づくりを進めてまいりた

いと思います．会員の皆さまには，今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますよう，お願い申し上げ

ます． 

 

（所 正治） 
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